
失敗体験から始まる確かな学力       校長 林 久徳

３年生が七輪を使う練習をしていました。思い思いに

やってみたのですがうまく火がつきませんでした。そこ

で子どもたちは，どうすればいいか話し合いました。家

で聞いてきた話，家の人がやっているのを見た話をみん

なにする子どもが出てきました。今日，うまくいかなか

ったことをもとに，次はどうすればいいか考え，再チャ

レンジする予定だそうです。人の成長，学力の形成には

このような失敗体験が不可欠です。 

子どもが今できないからと言って，何でも代わりにや

ってあげたり，いつでもうまくいくようにお膳立てをし

たりするのではなく，自分でやらせてみて，失敗したり，自分ではまだ無理だと判断したりしたら，

そこで初めて手伝ったり，一緒にやり方を考えたり，その子のレベルに応じて関わり方は変わると

思われますが，そんな手順をふんで成功へと導きます。そんな繰り返しの中で，やがて自分でやる

力を身に付けてくれるのです。

１月２０日に全体懇談会を行い，本校の学力向上に向けての研究的な取組をご説明する「取組報

告会」を行いました。お忙しいところ多数ご参加いただき，熱心にお聞きいただきありがとうござ

いました。わたしたち教員が研修等で使っている用語も多く，ややわかりにくい部分もあったので

はないでしょうか。本校が日々の学習や学校生活のすべてにおいて取り組み，子どもたちに身に付

けてもらおうとしていることは，教科書に載っている内容だけではなく，こんな力が身についてい

れば学習を始め様々な活動に自分から進んで取り組むことができるだろう，将来こんな力を身に付

けていれば，社会人として活躍できるだろうというような力，それがキャリア教育でつけたい4つ

の力です。 

かかわる 

みがく 

やりとげる 

えがく 

わたしたち大人が，目の前の算数や漢字の習得だけに目を奪われるのではなく，その背後に

ある確かな視点を持つことで，子育てや子どもとの関わり方がおのずと見えてくるのではない

でしょうか。
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 １次避難，地震が起こったら，自分の身を守る行動

をします。頭を守る。出入り口の確保。落下物のあり

そうなところから離れる。これらのほかに，事前に，

倒れてこ

ないとか

落ちてこ

ないよう

な対策を

しておくことや離れ離れになった時の連絡方法や待ち

合わせ場所（避難場所）の確認などを学習して，訓練

に臨みました。その後の火災発生という想定で校舎か

ら避難をしました。どこが火事かどこへ行けばよいか

の指示を聞き行動することも訓練しました。 

この他，煙体験も実施しました。煙の恐ろしさを少しは実感し，煙の対応の仕方を学習しました。

ハンカチをいつも使えるように持っておくことの大切さも実感できました。 

 地域の方々と共に，邦楽を楽しみ，そのあ

とに，新年のお茶をおいしくいただく会をして

います。邦楽では，尺八，琴，三味線の演奏を

聞かせていただくと共に演奏体験もさせていた

だいています。簡単に音の出ないものもありま

すが，楽しく和楽器にふれることができました。 

茶道は，児童が，地域の方々をお客様として

もてなす活動です。練習の成果を発揮して，抹

茶をたてていました。 

保護者の皆さんに本校の学力向上に向けての研

究的な取組をご説明する取組報告会を行いました。

本校の研究の柱であるキャリア教育についての概

要と各学年で，どのようにして日々の学習にキャ

リア教育を取り入れ，学力向上に取り組んできた

か。また，学校生活すべてで取り組んでいるキャ

リア教育についての説明も行いました。保護者の

皆さんはうなずきながら，メモを取りながら熱心

に話に聞き入ってくださいました。ありがとうございました。 


